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一
、
総
括
意
見

今
年
度
の
定
期
決
算
監
査
を
行
っ
た
結

果
、
全
般
的
に
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
額
は
、
二
十
五
億
八
千

万
円
で
、
前
年
度
決
算
額
よ
り
十
四
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

主
な
も
の
は
、
普
通
建
設
費
の
う
ち
前
年

か
ら
の
繰
越
事
業
分
が
一
億
九
千
七
百
万

円
、
公
有
財
産
購
入
費
一
億
五
千
万
円
が

あ
り
、
ま
た
公
債
費
の
繰
上
償
還
、
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
増
加
な
ど
例
年
よ
り
特

別
の
支
出
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

普
通
建
設
事
業
費
は
七
億
四
千
七
百
万

円
で
前
年
比
五
十
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
と
補
助
事
業
・
単
独
事
業
と
も
大
幅
に

数
字
が
上
が
っ
て
い
て
、
特
に
補
助
事
業

は
昨
年
の
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
一
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
の
山

村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
の
林

間
遊
歩
道
付
帯
施
設
（
吊
り
橋
・
取
付
道

決決決決
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地
方
自
治
法
第
二
三
三
条
第
二
項
及

び
第
二
四
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

く
意
見
書
を
次
の
と
お
り
付
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
九
月
二
十
日

道
志
村
監
査
委
員

杉
本
　
　
昭

山
口
　
　
輝

路
な
ど
）
と
林
業
構
造
改
善
事
業
（
林
道

二
路
線
）
、
そ
れ
に
十
二
年
度
事
業
の
道

志
体
験
農
園
・
水
源
の
森
そ
ば
打
ち
体
験

道
場
・
林
業
構
造
改
善
事
業
・
林
道
開
設

事
業
・
林
道
鋪
装
事
業
・
森
林
環
境
教
育

事
業
な
ど
の
国
庫
補
助
事
業
が
例
年
に
比

べ
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
単
独
事
業
と
し
て
は
、
先
程
も

述
べ
た
が
公
有
財
産
購
入
費
が
増
加
し
た

が
そ
れ
以
外
は
例
年
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

義
務
的
経
費
が
二
十
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
伸
び
て
い
る
が
、
公
債
費
の
繰
上
償
還

が
主
な
理
由
で
あ
る
。

目
的
別
か
ら
見
る
と
、
農
林
水
産
業
費

が
六
十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
商
工
費
が
十

九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
消
防
費
が
十
八
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
公
債
費
が
五
十
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
土
木
費
四
十
二
・
〇
パ
ー
セ
ン

ト
・
民
生
費
二
十
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
・

教
育
費
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
・
衛
生
費

四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
共
に
減
少
し
て
い
る
。

各
種
の
補
助
事
業
を
導
入
し
村
の
活
性

化
の
拠
点
づ
く
り
と
、
健
全
財
政
の
運
営

の
た
め
単
独
事
業
等
村
費
の
支
出
を
抑
え

て
い
る
の
と
、
将
来
に
向
け
て
借
金
の
返

済
に
よ
り
住
民
の
福
祉
を
追
求
す
る
傾
向

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

商
工
費
の
増
加
に
関
し
て
は
、
道
の
駅

を
設
置
し
三
年
目
と
な
り
、
そ
の
運
営
が

徐
々
に
軌
道
に
乗
れ
つ
つ
あ
り
運
営
費
及

び
そ
の
経
費
等
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

二
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

平
成
十
二
年
度
の
決
算
の
資
料
に
よ
る

と
、
一
人
当
た
り
の
年
間
保
険
料
は
九
万

三
千
六
百
円
、
一
世
帯
当
り
の
保
険
料
二

十
四
万
千
四
百
円
か
か
っ
て
お
り
、
昨
年

に
続
き
県
下
一
番
の
高
額
で
あ
る
。

一
人
当
た
り
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
は
三
十
万
八
千
二
百
円
で
県
内
で

は
中
間
に
位
置
し
て
い
る
、
し
か
し
、
こ

の
う
ち
老
人
に
つ
い
て
は
、
六
十
八
万
五

千
五
百
円
と
県
内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
る
。

本
年
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
法
定
の
も
の
以
外
に
は
な
く
、
特
別
会

計
を
運
営
し
て
い
る
。

七
十
歳
以
上
の
老
人
が
医
療
機
関
に
か

か
る
と
き
、
医
療
費
は
無
料
だ
が
、
そ
の

負
担
は
国
・
県
・
村
と
国
保
の
保
険
料
な

ど
か
ら
な
る
支
払
基
金
が
負
担
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
そ
の
負
担
額
（
保
険
料
）
も

上
が
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

道
志
村
の
傾
向
と
し
て
、
一
箇
所
病
院

に
か
か
る
の
で
は
な
く
、
掛
か
り
か
け
て

は
別
の
病
院
の
話
を
聞
き
そ
ち
ら
の
方
へ

行
く
い
わ
ゆ
る
「
病
院
の
は
し
ご
」
を
す

る
よ
う
で
あ
る
。

病
気
に
な
っ
て
医
者
に
掛
か
る
よ
り

も
、
ま
ず
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
的

な
通
常
の
生
活
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
同
時
に
、
病
気
に
な
っ
た
ら
早

期
に
発
見
し
、
初
期
の
う
ち
に
治
療
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
保
健
指
導
の
面
に
力
を
傾

注
し
、
働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
、
長
い
目
で
見
て
の
高
額
保
険
料

の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

る
。

三
、
村
営
施
設
等
の
問
題
点

今
回
の
監
査
を
通
じ
て
、
村
営
施
設
等

の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

（一）
水
源
の
森
に
つ
い
て

水
源
の
森
の
施
設
は
、
平
成
八
年
度
よ

り
新
し
い
事
業（
そ
ば
打
ち
教
室
・
実
演
）

の
導
入
に
よ
り
、
収
支
が
平
成
十
一
年
度

よ
り
年
間
約
五
百
五
十
万
円
の
赤
字
が
減

っ
て
お
り
、
相
対
し
て
、
五
百
六
十
万
円

の
赤
字
で
あ
る
が
、
入
り
込
み
客
も
年
々

増
加
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
村
内
の
高
齢
者
の
そ
ば
打
ち
雇

用
の
費
用
と
し
て
、
四
百
十
八
万
円
掛
か

っ
て
い
る
。
そ
ば
打
ち
教
室
に
四
百
九
十

セ
ッ
ト
、
千
七
百
五
十
五
人
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。

経
営
に
つ
い
て
は
、
「
そ
ば
処
」
と
し

て
か
な
り
の
人
気
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
お
客
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
仕

入
れ
に
つ
い
て
は
余
分
な
仕
入
れ
が
な
く

む
だ
を
省
け
る
よ
う
に
な
り
経
費
の
節
減
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に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、さ
ら
に
、

経
常
的
な
も
の
の
削
減
と
営
業
活
動
の
工

夫
・
経
営
方
針
の
あ
り
か
た
な
ど
新
た
な

経
営
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

（二）
道
志
の
湯
に
つ
い
て

平
成
六
年
度
に
十
七
万
二
千
八
百
人
ま

で
上
昇
し
て
い
た
入
り
込
み
客
は
以
後
減

少
し
続
け
て
お
り
、
平
成
十
年
度
十
一
万

六
千
百
人
、
平
成
十
一
年
度
九
万
七
千
七

百
人
前
年
比
十
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

少
、
平
成
十
二
年
度
で
十
万
八
百
人
と
三

千
人
ほ
ど
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
最
高
時
の
当
時
の
五
十
八
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
（
七
万
二
千
人
の
減
）
ま
で
落
ち

こ
ん
で
き
て
い
る
。

収
支
は
か
ろ
う
じ
て
黒
字
に
は
な
っ
て

い
る
が
、
危
機
的
な
時
期
に
来
て
い
る
。

平
成
十
三
年
度
に
は
新
し
く
源
泉
を
求

め
ボ
ー
リ
ン
グ
を
進
め
て
お
り
、
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（三）
道
志
村
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
屋
内
プ
ー
ル
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
建
設
当
時
の
利
用
者
は
六

千
七
百
十
人
で
あ
っ
た
。
平
成
十
年
度
は

七
千
七
十
五
人
と
一
時
増
え
た
が
平
成
十

一
年
度
は
六
千
八
百
八
人
、
平
成
十
二
年

度
は
五
千
四
百
十
二
人
と
そ
の
利
用
状
況

は
減
少
し
て
い
る
。

利
用
者
の
内
訳
は
、
村
内
者
八
百
五
十

二
人
、
村
外
者
三
千
三
百
十
五
人
、
水
泳

教
室
千
二
百
四
十
五
人
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
村
内
の
利
用
者
は
教

室
を
含
め
四
割
に
足
り
ず
、
こ
の
施
設
の

本
来
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

小
学
校
・
中
学
校
ま
た
、
民
宿
の
利
用

客
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
利
用
者
を
積

極
的
に
獲
得
す
る
よ
う
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。

利
用
者
が
増
え
村
民
の
健
康
増
進
に
貢

献
で
き
れ
ば
、
経
費
が
か
か
っ
て
も
惜
し

く
な
い
施
設
だ
が
、
も
っ
と
有
効
利
用
出

来
る
よ
う
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。経

費
節
減
に
つ
い
て
、
夜
間
の
営
業
時

に
点
灯
し
て
い
る
照
明
を
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

（四）
道
の
駅
「
ど
う
し
」
に
つ
い
て

道
志
村
の
交
流
促
進
施
設
と
し
て
、
こ

の
道
の
駅
「
ど
う
し
」
が
建
設
さ
れ
た
。

農
産
物
や
工
芸
品
な
ど
村
民
が
作
り
出

す
も
の
を
と
お
し
て
の
交
流
・
販
売
は
三

千
八
百
四
十
五
万
円
と
、
前
年
よ
り
二
百

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
伸
び
て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
決
算
に
よ
る
と
、
総
支

出
額
は
一
億
六
千
三
百
五
万
円
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
収
入
は
、
二
億
四
千

二
百
二
十
六
万
円
で
差
引
き
七
千
九
百
二

十
一
万
円
の
黒
字
経
営
と
な
っ
て
い
る
。

今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
経
済
効
果
と
、

自
給
自
足
だ
っ
た
野
菜
類
が
消
費
者
に
喜

ば
れ
て
販
売
さ
れ
、
そ
れ
が
「
生
き
が
い

対
策
」
と
し
て
新
た
な
波
紋
を
呼
ん
で
い

る
。

（五）
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

道
志
村
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
い
ち

早
く
こ
の
施
設
を
建
設
し
、
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
て
い
る
。

採
算
が
と
れ
る
施
設
で
な
く
、
老
人
福

祉
や
住
民
福
祉
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
が
、

利
用
者
か
ら
料
金
を
も
ら
い
、
保
険
が
適

用
さ
れ
そ
れ
相
応
の
介
護
報
酬
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、
営
業
と
し
て
の
施
設
で
あ
る

と
の
自
覚
を
持
ち
、
利
用
者
に
好
ま
れ
る

施
設
づ
く
り
に
心
が
け
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
医
療
の
現
場
と
福
祉
、
介
護
の

現
場
で
働
く
も
の
の
横
の
連
絡
体
制
の
整

備
・
組
織
づ
く
り
を
し
た
ら
ど
う
か
、
そ

の
よ
う
な
要
望
も
あ
る
。

（六）
保
育
所
に
つ
い
て

本
年
度
の
保
育
所
の
入
所
状
況
は
、
二

歳
児
以
下
が
六
人
、
三
歳
児
が
九
人
、
四

歳
児
が
二
十
二
人
、
五
歳
児
が
二
十
人
合

計
五
十
七
人
で
あ
る
。

定
員
は
六
十
人
で
、
職
員
は
所
長
以
下

臨
時
職
員
二
名
を
含
め
七
名
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

昨
年
保
護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
、
車

の
渋
滞
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
門
扉
等
の

工
事
の
施
工
に
よ
り
解
消
さ
れ
た
。

四
、
補
助
交
付
団
体
及
び
補
助
事
業
に
つ
い
て

道
志
村
商
工
会
、
道
志
村
観
光
協
会
、

南
都
留
森
林
組
合
、
体
育
協
会
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
美
富
士
（
旧
Ｊ
Ａ
道
志
）

の
補
助
交
付
団
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事

業
内
容
等
支
出
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
。

五
、
そ
の
他

（一）
各
学
校
に
つ
い
て

一
昨
年
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
子
供
た

ち
は
伸
び
伸
び
と
し
た
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
。

校
歌
、
校
章
が
無
事
制
定
さ
れ
、
新
し

い
象
徴
が
で
き
た
。

バ
ス
通
学
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
子
ど

も
五
人
を
除
き
全
員
が
実
施
し
て
い
る
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
週
休
二
日
制
に
な

り
、
ま
た
総
合
学
習
の
導
入
に
よ
り
Ａ
Ｅ

Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
の
先
生
に
週
一
回

く
ら
い
来
て
も
ら
い
授
業
を
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（二）
そ
の
他

各
施
設
に
勤
務
す
る
パ
ー
ト
職
員
に
つ

い
て
、
勤
務
時
間
帯
を
考
え
て
、
必
要
な

時
間
に
勤
務
し
て
も
ら
う
な
ど
工
夫
す
れ

ば
、
経
費
の
削
減
に
な
る
。

予
算
の
執
行
に
つ
い
て
、
予
算
一
杯
支

出
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
も
の
の
み

を
購
入
し
、
積
極
的
に
予
算
を
残
す
よ
う

心
が
け
る
こ
と
。

防
災
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
等
を
各
施

設
ご
と
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
水
源
の
森
・
道
志
の
湯
・
道
の
駅
・
屋

内
プ
ー
ル
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
学
校
、
保

育
所
は
実
施
し
て
い
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
近
く
の
同
じ
よ
う

な
施
設
を
研
修
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
民
間
の
施
設
で
営
業
し
て
い
る
と
こ

ろ
・
道
の
駅
で
も
水
源
の
森
で
も
接
客
の

研
修
を
し
て
い
る
）
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九
月
十
五
日
「
敬
老
の
日
」
は
、
村
で

は
道
志
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
「
こ
と

ぶ
き
祭
り
」
を
開
催
し
、
七
十
歳
以
上
の

招
待
者
と
関
係
者
を
迎
え
て
、
年
に
一
度

の
盛
大
な
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
式
典

に
お
い
て
は
、
七
十
七
才
（
喜
寿
）
八
十

八
才
（
米
寿
）
の
表
彰
を
行
な
い
祝
福
い

た
し
ま
し
た
。
式
典
後
は
、
演
芸
の
部
に

移
り
、
余
興
が
始
ま
り
、
日
頃
き
た
え
た
、

カ
ラ
オ
ケ
や
、
舞
踊
な
ど
が
行
な
わ
れ
、

時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
多
く
の

方
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
東
神
地

の
、
山
口
光
貴
さ
ん
の
義
理
の
伯
父
で
あ

る
芸
名
、
本
城
勝
孝
さ
ん
他
数
名
の
方
が

こ
と
ぶ
き
祭
り
に
き
て
下
さ
い
ま
し
て
、

歌
謡
シ
ョ
ー
や
三
味
線
な
ど
を
披
露
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
会
場
は
大
き
な
拍
手
と

歓
声
で
賑
や
か
な
お
祭
と
な
り
ま
し
た
。

出
羽
タ
ケ
ノ
エ

笹

久

根

金
子
　
よ
う

大
　
　
栗

佐
藤
　
い
と

馬
　
　
場

山
口
ツ
ト
ミ

下

中

山

水
越
カ
ヨ
子

下
白
井
平

湯
川
ヤ
ス
子

月

夜

野

佐
藤
　
久
行

久
　
　
保

出
羽
　
房
子

笹

久

根

佐
藤
　
昌
子

大

室

指
　

大
田
小
百
合

大
　
　
栗

佐
藤
　
富
子

馬
　
　
場

山
口
　
金
吾

竹

之

本

菅
谷
　
公
彦

東
和
出
村

諏
訪
本
ヤ
ヨ
イ

東
和
出
村

杉
本
　
明
正

東
和
出
村

山
口
ス
ズ
子

西
和
出
村

長
田
　
文
代

西
和
出
村

菅
谷
　
利
仲

西
和
出
村

佐
藤
　
享
幸

川

原

畑

水
越
　
清
枝

川

原

畑

杉
本
ツ
ル
子

川

原

畑

「敬老の日」
ことぶき祭りで
長寿を祝う

佐
藤
　
幸
福

釜

之

前

白
井
　
福
男

東

神

地

山
口
　
正
二

東

神

地

山
口
マ
ツ
子

東

神

地

山
口
く
に
子

下

中

山

渡
辺
キ
ク
子

上

中

山

渡
辺
　
寿
隆

上

中

山

渡
辺
　
一
郎

上

中

山

池
谷
　
イ
ク

下
善
之
木

池
谷
　
哲
子

下
善
之
木

池
谷
　
聡
明

上
善
之
木

杉
本
　
悦
子

上
善
之
木

池
谷
　
禎
子

上
善
之
木

佐
藤
か
つ
ゑ

川
　
　
村

池
谷
登
代
子

長
　
　
又

八
十
八
歳
『
米
寿
』

表
彰
者

七
十
七
歳
『
喜
寿
』
表
彰
者

77歳「喜寿」の表彰式

民生委員も幕間を利用し、舞踊を披露

佐藤村長へお礼のことばを述べる（老人クラブ会長　山口陽清氏）



（11）

地
震
発
生
の
切
迫
性
を
指

摘
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
を

想
定
し
、
国
・
県
・
村
・
防

災
関
係
機
関
・
学
校
・
事
業

所
・
自
主
防
災
組
織
等
が
、

緊
密
か
つ
有
機
的
な
連
携
を

図
り
、
地
震
の
発
生
予
知
か

ら
災
害
発
生
後
の
応
急
復
旧

対
策
ま
で
の
一
連
の
対
応
が

真
に
機
能
す
る
よ
う
九
月
一

日
に
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

地
震
警
戒
対
策
本
部
会
議

終
了
後
、
道
志
中
学
校
会
場

に
お
い
て
総
合
開
会
式
が
行

わ
れ
、
本
部
長
（
佐
藤
村
長
）

白
井
消
防
団
長
の
訓
示
、
水

越
議
長
の
激
励
の
こ
と
ば
が

あ
り
、
式
終
了
後
に
村
内
四

平成13年度 総 合 防 災 訓 練
自分の身を守るため、防災行動を身につけよう

会
場
に
分
か
れ
住
民
の
事
前

避
難
誘
導
訓
練
を
は
じ
め
、

救
護
訓
練
、
消
火
訓
練
、
又

日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
出
し

訓
練
や
中
学
校
会
場
に
お
い

て
、
崩
落
し
た
土
砂
に
埋
め

ら
れ
た
車
両
を
想
定
し
て
、

救
命
索
発
射
銃
に
よ
る
ロ
ー

プ
展
張
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ

ー
等
に
よ
り
救
助
搬
送
、
火

災
発
生
に
よ
る
放
水
等
消
防

団
と
都
留
市
消
防
署
道
志
出

張
所
職
員
に
よ
る
合
同
訓
練

が
行
わ
れ
、
実
践
的
な
防
災

訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

防
災
の
日
を
契
機
に
、

日
頃
か
ら
防
災
に
今
一

度
関
心
を
深
め
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。救助作業

救 護 訓 練 救助搬送訓練

●
食
生
活
と
運
動
で
予
防
す
る

肥
満
の
原
因
は
、
食
事
で
と
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
よ
り
も
、
身
体
活
動
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
量
が
少
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
偏
食
や
高

脂
肪
の
食
生
活
、
運
動
不
足
と
い
っ
た
生
活
習

慣
は
、
肥
満
の
一
番
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
肥

満
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
事
と
運
動
の
両

面
で
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
心
が
け
た
い
の
は
、
適
度
な
運
動
で
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
増
や
す
こ
と
。
食
事
制
限

で
摂
取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
だ
け
で

は
、
体
の
筋
肉
や
基
礎
代
謝
能
力
が
衰
え
、
や

せ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
適
度
な
運
動

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筋
肉
が
鍛
え

ら
れ
、
代
謝
能
力
が
高
ま
っ
て
、
よ
り
太
り
に

く
い
体
質
に
な
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

食
生
活
を
改
善
す
る

こ
ん
な
食
生
活
が
危
な
い
！

▼
間
食
や
夜
食
が
多
い

▼
毎
日
お
酒
を
飲
む

▼
ま
と
め
食
い
、
ど
か
食
い
を
す
る

▼
お
か
ず
が
揚
げ
物
や
肉
食
に
偏
る

▼
加
工
食
品
の
利
用
や
外
食
が
多
い

▼
あ
ま
り
野
菜
を
食
べ
な
い

▼
い
も
類
、
海
藻
、
き
の
こ
な
ど
を
あ
ま
り

食
べ
な
い

▼
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
甘
い
も
の
を

毎
日
と
る

こ
ん
な
生
活
に
変
え
よ
う

▼
一
日
三
食
、
規
則
正
し
く
食
べ
る

▼
適
正
体
重
を
知
り
、
自
分
の
活
動
量
に
見
合

っ
た
食
事
量
を

●

間
食
や
夜
食
は
と
り
す
ぎ
な
い

●

飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

体
力
づ
く
り
強
調
月
間

食
生
活
改
善
普
及
月
間

10月
は
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期　日 平成13年11月11日(日)

午前9：30～午後3：00

場　所 富士山アリーナ駐車場（富士吉田市新屋1936番地）

キャッチフレーズ「わたしが育てる　やまなしの苗」

●駐車場は周辺にありますが、駐車台数に限りがあ

り大変混雑が予想されます。ご来場は、交通機関

（電車・バス）の利用をおすすめします。

下吉田駅～（本町通り）富士吉田駅～会場　間に

1時間に2～3本の割合で百円シャトルバスを運行

させます。

●また、バス利用の来場者にはビールやうどんの1

杯無料サービスなどの特典がありますので、ぜひ

バスでのご来場をお願いします。

●フリーマーケットの出店者を募集します

申込期限　10月22日（月）

（区画数50：申込多数の場合は抽選となります）

申込方法 ハガキに①郵便番号②住所③氏名④電話

番号⑤主な商品名を記入のうえ、下記あ

てに郵送してください。

〒403-8601 富士吉田市下吉田1842

富士吉田市役所　環境政策課

環境政策係　羽田あて

十
月
一
日
を
「
土
地
の
日
」
と
し
、
土

地
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
等
の
普
及
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
土
地
関
係
施
策
等
に

関
す
る
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

土
地
問
題
に
対
す
る
各
個
の
理
解
を
深

め
、
併
せ
て
土
地
関
係
施
策
の
よ
り
実
効

あ
る
推
進
に
資
す
る
。本
県
に
お
い
て
も
、

十
月
六
日
（土）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
ま

で
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
（社）
山
梨

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
の
主
催
に
よ
る
一

日
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。

こ
の
度
、
都
留
信
用
組
合
か
ら
、
創
立

五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
道
志
村
診

療
所
へ
車
椅
子
三
台
寄
贈
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
佐
藤
村
長
よ
り
診
療
所
に
お
い
て

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
、
自
賠
責
の
こ
と

項　　目

オープンニングセレモニー

まつり広場

ふれあい広場

おたのしみ抽選会

フリーマーケット

内　　　　容

テープカット、パレード

地場産品・農林産物販売、各種展示
PR、屋台（やきとり、うどんなど）コ
ーナー、チビッコ体験コーナー、健康
相談など各種相談コーナー

地元太鼓、鳴沢村の小学生によるマー
チングバンド、都留文大生によるジャ
ズダンス、少林寺拳法のパフォーマン
ス、山中湖中学生のジャズ演奏、幼年
消防隊のミニポンプ操法を予定

地元の特産品や地場産品など、たくさ
んのプレゼントを用意

50区画の大フリーマーケット

県民の日　富士吉田会場

車
椅
子
「
じ
ゃ
が
君
号
」

三
台
寄
贈
さ
れ
る

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
年
間
百
二
十

万
件
に
及
ぶ
交
通
事
故
の
被
害
者
に
支
払

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。

交
通
事
故
の
死
傷
者
数
は
、
こ
の
十
年

間
で
約
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
、
死

亡
者
数
こ
そ
増
加
し
て
い
な
い
も
の
の
、

平
成
十
二
年
は
過
去
最
悪
の
百
十
六
万
人

に
達
し
ま
し
た
。

増
え
続
け
る
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被

害
者
に
も
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
の
安
全
運

転
を
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
一
台
ご

と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険

が
、
自
陪
責
保
険
・
共
済
で
す
。
交
通
事

故
に
よ
り
加
害
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
被

害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
い
ま

す
。
強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険
・
共

済
は
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者

の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
障
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

を
活
か
し
て

豊
か
な
く
ら
し

十
月
は
土
地
月
間
で
す

第15回

土
地

駐在所
だより

都留信用組合本部の方から
佐藤村長に目録を渡す 3台寄贈（じゃがくん号）
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秋
の
到
来
と
と
も
に
「
キ
ノ
コ
狩
り
」

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ノ
コ
狩
り
の
楽
し
み
は
、
山
の
中
を

探
し
歩
く
こ
と
や
、
キ
ノ
コ
の
美
味
し
さ

に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
毒
キ
ノ
コ
を

誤
っ
て
食
べ
、
食
中
毒
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

毒
キ
ノ
コ
は
、
軽
い
胃
腸
障
害
を
起
こ

す
も
の
か
ら
死
に
至
る
猛
毒
の
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

キ
ノ
コ
の
見
分
け
に
は
十
分
な
知
識
と

経
験
が
必
要
で
す
。

毒
キ
ノ
コ
食
中
毒
の
防
止
の
三
原
則

一
　
知
ら
な
い
、
自
信
の
な
い
キ
ノ
コ
は

絶
対
に
食
べ
な
い
。

二
　
昔
な
が
ら
の
キ
ノ
コ
の
鑑
別
法
は
、

信
じ
な
い
。

三
　
素
人
判
断
は
せ
ず
、
長
年
の
経
験
を

持
っ
た
人
に
鑑
定
を
依
頼
す
る
。

私
の
名
前
は

ロ
ッ
キ
ー
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
で
す
。
私

は
ア
メ
リ
カ
の
モ
ン
タ
ナ
州
に
あ
る

リ
ビ
ー
と
い
う
小
さ
い
町
か
ら
来
ま

し
た
。
モ
ン
タ
ナ
は
ア
メ
リ
カ
の
最

も
北
に
位
置
し
て
い
て
、
カ
ナ
ダ
へ

も
車
で
一
時
間
以
内
で
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
リ
ビ
ー
と
い
う
町
は
ロ

ッ
キ
ー
山
脈
の
麓
に
あ
り
、
道
志
と

同
じ
よ
う
に
と
て
も
美
し
い
景
色
の

望
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
一
年
前
、
モ
ン
タ
ナ
州
立
大

を
卒
業
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
会
計

学
と
環
境
学
の
学
位
を
取
得
し
ま
し

た
。
卒
業
後
は
リ
ビ
ー
に
あ
る
両
親

の
写
真
店
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
家

族
は
父
の
バ
ド
、
母
の
イ
デ
ィ
ー
そ

し
て
妹
の
シ
ャ
ス
タ
で
す
。
シ
ャ
ス

タ
は
二
十
一
才
、
私
は
二
十
四
才
で
す
。

私
は
七
月
二
十
四
日
、
日
本
へ
来

ま
し
た
。
日
本
へ
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
道
志
中
、
道
志

小
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
来
ま
し
た
。

日
本
へ
来
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て

で
す
。
以
前
に
カ
ナ
ダ
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
は
日
本
へ
来
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
場
所
へ
来
ら

れ
て
と
て
も
幸
運
だ
と
思
い
ま
す
。

道
志
の
人
々
は
と
て
も
親
切
で
す
。

私
は
今
、
日
本
語
を
勉
強
中
で
ま
だ

話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
ど
う

か
私
に
日
本
語
を
教
え
て
下
さ
い
。

ま
た
私
を
見
か
け
た
ら
ハ
ロ
ー
！
と
気

軽
に
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
、飼
い
始
め
た
方
、

興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
き
ま
す
。

日
　
時

平
成
十
三
年
十
月
二
十
八
日
（日）

午
後
一
時
三
十
分
〜

午
後
三
時
三
十
分

場
　
所

吉
田
保
健
所
（
富
士
吉
田
合
同

庁
舎
内
）
二
階
大
会
議
室

富
士
吉
田
市
上
吉
田
一
―
二
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
二
四
―
九
〇
三
三

講
　
師

埼
玉
県
入
間
郡
大
井
町

（株）
オ
ー
ル
ド
ッ
グ
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料

そ
の
他

・
参
加
予
定
人
数
　
百
名

・
参
加
者
の
犬
の
同
伴
は
不
可

・
雨
天
等
で
も
実
施

主
　
催

吉
田
保
健
所
・
管
内
各
市
町
村

問
い
合
せ
先

吉
田
保
健
所
　
衛
生
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

二
四
―
九
〇
三
三

第
十
七
回

道
志
村
文
化
祭

出
演
者
・
出
展
者
大
募
集

道
志
村
文
化
協
会
で
は
、
村
民
の
文
化

活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
十
一
月
三
日
（土）

道
志
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
文
化
祭
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
出
演

出
展
を
次
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

展
示
の
部

保
育
園
児
・
小
中
学
生
の
作

品
、
絵
画
、
手
芸
、
書
、
華

道
、
写
真
、
菊
、
工
作
物
、

そ
の
他
e
t
c
…

芸
能
の
部

舞
踊
、
詩
吟
、
音
楽
、
演
劇
、

民
謡
、
伝
統
芸
能
、
太
鼓
、

そ
の
他
e
t
c
…

実
　
　
演

茶
道
、
華
道
、
そ
の
他

申
込
期
日

十
月
十
九
日
（金）

申
込
方
法

氏
名
と
出
演
出
展
の
種
目
を

記
入
。
電
話
で
も
可

申

込

先

教
育
委
員
会

道
志
村
の
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て

犬
の
し
つ
け
方
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ



10 月 の 納 税

平成13年10月１日（14）
みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
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佐藤　歩美
あゆみ

ちゃん（月夜野）

平成12年9月13日生

父 隆秀さん　母 美恵子さん

平成13年10月1日
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人口　2,182人　男　1,074人　女1,108人　世帯数588（H13. 9. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

19,213

8 ,828

754

1 ,841

102 ,882

133 ,518

8月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

池谷　静子さん（長　又）

昭和4年1月30日生

村　県　民　税（第3期）

国民年金保険料（第7期）

主 な 行 事
2日　農業委員会
〃 子宮ガン乳ガン検診（山光荘）
〃 乳児ツベルクリン
3日　リハビリ教室
4日　乳児ツ判BCG
7日　第40回村民体育祭
8日　横浜市森・未来植樹祭
10日 育児教室
12日 民生委員会
13日 不法投棄夜間パトロール　
16日 きのこ講習会（富士吉田合同庁舎）

17日　道志小5年横浜訪問（17～18日）
〃 行政相談の日
20日　特別乳幼児健診
26日　旧唐沢小学校、基本健診、がん検診

及び花の実年健診事後指導 (中央公民館)
27日　ジフテリア予防接種 （～11月15日）
〃 資源ゴミ収集日
28日　林間ロードレース
〃 ふるさと情報局、道の駅いも煮会
31日　赤十字奉仕団訓練 (大月市民体育館)

〃 住民税納期

わが家の

アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

東
和
出
村
　
　
菅
谷
　
秀
子
　
　
76
歳

西
和
出
村
　
　
長
田
　
房
夫
　
　
77
歳

慶

弔

◇
八
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

国
道
沿
い
に
み
な
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
く
よ
う
に
植
え
ま
し
た
。

下
善
之
木

山
口
や
ち
ゑ

東

神

地
　
山
口
　
晴
夏
ち
ゃ
ん山

口
光
貴

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

労
働
保
険
と
は
雇
用
保
険
と
労
災

保
険
を
総
称
し
た
政
府
管
掌
の
保
険

制
度
で
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

雇
用
保
険
・
労
災
保
険
へ
ま
だ
加

入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
今

す
ぐ
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

十
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

ケイトウ


